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博士論文の要旨

植物ファミリー19キチナーゼは、病原性真菌類に対する自己防御機構の一部として働くと

考えられている。申請論文の研究は、植物ファミリー19キチナーゼと細菌ファミリー19キ
チナーゼとの比較解析により、ファミリー19キチナーゼの構造と機能の相関を解析すること

を目的としておこなわれたものである。その内容は以下のように要約出来る。

植物ファミリー19キチナーゼであるクラス1、IVキチナーゼは、キチン吸着ドメインと
活性ドメインからなる。クラス1キチナーゼの活性ドメインには、クラスIVキチナーゼや、

放線菌由来ファミリー19キチナーゼにはないループ構造が存在する。このような局所構造の

違いが、これらのキチナーゼの機能の違いを決定していると予想された。そこで、イネクラ

ス1キチナーゼOsChialbの立体構造を解析し、局所構造の機能解明を試みた。

イネクラス1キチナーゼの発現系構築とその性質及び立体構造の解析

　イネ由来ファミリー19キチナーゼOsChialbの大腸菌による発現系を構築し、キチンアフ
ィニティーカラムを用いて精製した。OsChialbは水溶性基質に対して高い分解活性を持ち、

明瞭な抗真菌活性を示した。次に、精製OsChialbを用いてX線結晶構造解析を試み、1．84　A

の分解能で分子全体の立体構造解析に成功した。これは、植物クラス1キチナーゼの立体構

造が解析された初めての例であり、また2つのドメインからなる植物キチナーゼの全体構造

解明の初めての例である。


